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アイランドセンター中嶋事務所

はじめに

この文書は SUSE Linux Enterprise Server 11x を基本に XEN 仮想化ホストのインストール手順を説明

したものです。

　この文書に関するお問い合わせは、当所との業務契約中のお客様に限りお受けします。あらかじめご

了承の上ご参考ください。

前提条件

1) ハードウェア BIOS の設定画面より、 Intel/AMD 仮想テクノロジーの機能が Enable とで

あることを確認します。通常のハードウェアは出荷時 Disable です。

2) ここでは DVD メディアからのインストール手順を説明します。起動をCD/DVD から行えるよ

うハードウェアを設定します。

SLES11 のインストール

　SLES11 x86-64 CD を挿入して、起動します。

  キーボードタイプ（通常) Japanese 106 キーを選択、ライセンスに Agree > Next

 ※言語はここでは English US を選択します。必要であれば、後で言語パック（日本語）を導

入することをお薦めします。
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New Installation > Next

言語と時刻の設定、Asia > Japan を選び UTC とハードウェアクロックを同期しない（チェッ

クを外す）
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シナリオの選択 > XEN Virtulization Host を選び Next

Install Settings から Expert を選択
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Partitioning パーティションの作成

　- /boot は 200Mb

  - swap は実メモリ量程度

  - / 及び、その他は任意とします。

  - /var/lig/xen/image に仮想マシンのデフォルトイメージが作成されます。

  - ハードディスクに緊急用の 10G バイト程度の空きパーティションを残すことを推奨しま

す。

  - SUSE Linux Enterprise 11 のデフォルトフォーマットは ext3 です。
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デフォルトランレベル > 3 を推奨

Software ソフトウェア

 - XEN Virtulization がチェックされていることを確認します。

 - File Server, HTTP Server は任意です

 - C/C++ 環境はインストールを推奨します。（ハードウェアドライバによってはコンパイルが

必要な場合があります）

 - gnome デスクトップがデフォルトです。KDE を使う場合は、KED デスクトップを選び、gnome

のチェックを外します。ここでは gnome デスクトップを前提で説明します。

- 言語環境として Japanese を必要に応じて追加することを推奨します。

　すべての設定を行ったら、インストールを開始します。ライセンスに同意して Install を開

始します。
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再起動

　コピーが終わり再起動した後、 root のパスワードを設定します。

　ホスト名、ドメイン名を設定します。 Change HostName via DHCP はオフ（チェックを外す）

にします
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Network Configuration

 - FIre Wall は Disable に設定します。

　

 -Network Interface

  複数の NIC ポートが装着されている場合、 Network Brigde br0, br1, brN .. に静的アド

レスを設定するか、 DHCP を設定するかを Edit ボタンで設定します。

 ※この画面は設定後の画面で、インストール途中のものではありません。
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　インストーラの設定画面です。 Specially Assignd IP Address をチェックし、固定アドレ

ス、サブネットマスク、ホスト名をセットします。

ホスト名、DNSアドレス、ドメイン名を設定します。

デフォルトルートの設定を行います。
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以上のネットワーク設定を行ったら > Next

インターネット接続のテスト＞必ず Skip > Next

Installation Over View > 確認して Next
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User Authentication Method > /etc/passwd をチェックして Next

ローカルユーザ（通常のオペレータ）を作成します。名前、ログイン名、パスワードをセットし、

Recieve system mail をチェックして > Next

リリースノート > Next

Hardware Configuration > Next (解像度を確認するため一瞬画面がちらつきます)

Installation Complete > Finish
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インストーラが終了して、ログインできることを確認します。
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SLES インストール後の仮想化ホストの設定

　作業は xLaunch などの x端末から行うか、コンソールから startx を実行して GUI で行う

ことができます。

ファイルサーバーの設定

 　※ この作業はオプションです。ネットワークから Windows PCから接続を許可します。 ISO

イメージファイルの供給、仮想イメージのバックアップなどが必要な場合に設定します。

 YaST > Network Service > Samba Server より Start up タブ > Service Boot を when

booting に変更します。

 必要により Share タブから共有名、Identify からワークグループを設定します。

　OK ボタンを押して終了します。

 

 インストールする際に作成したオペレータに smbパスワードを設定します。

 

 # smbpasswd -a my-operator

  > newpassword

  > newpassword
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HTTP サーバの設定

　※ この作業はオプションです。ここでは、SUSE Linux Enterprise Server 11 のソフトウェ

アリポジトリの配信のために定義します。

 YaST > Network Serveice > HTTP Server より HTTP Service を enable にします。

 デフォルトでは /srv/www/htdocs がドキュメントルートとなります。

ランレベルの変更

実運用では必須です。　

YaST > System > Bootloader を開き XEN カーネルを Default ボタンでチェックします。
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リポジトリの変更

 リポジトリ（配布用データベース）を設定すると、新しい機能のインストールなど、インス

トールメディアを必要としません。リポジトリを設定しておくことをお薦めします。リポジトリ

は、ISOイメージ、HTTP サーバ、ディレクトリ、FTPなど様々なソースを指定できます。

ここでは直接ディレクトリを指定した場合と HTTP を利用した場合の設定方法です。

まず、インストール用 DVD、または ISO ファイルを解凍したものを “/srv/www/htdocs/(任

意)sles11” などにコピーします。

 YaST > Software > Software Repositories を開きます。

 CD/DVD からインストールされている場合、リポジトリのリストから削除します。

Add ボタンを押して、直接ディレクトリ “/srv/www/htdocs/(任意)sles11” を追加します。

Add ボタンを押して、HTTP サーバ http://my-dom-0/(任意)sles11 を追加します。

追加した後は、ライセンス画面に Agree します。
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NTP の設定

  Domain-U(仮想マシン)は、ハードウェアクロックと同期ができない場合があります。ハード

ウェアクロックと同期できる Domain-0 に NTP の機能を設定することをお薦めします。

  YaST > Network Serivice > NTP Configuration から Add ボタンで、ローカルネットワーク

にある NTP サーバ、もしくは、公共の Public NTPサービスのサーバを選択します。以下の例で

は、jp.pool.ntp.org から国内のタイムサービスプロバイダを任意に設定しています。
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カスタマセンターの設定とオンラインアップデート

一般的な注意事項

- YaST のソフトウェア管理ツールは複数同時に起動できません。

- カスタマセンターの登録は時間がかかります。完了できない場合はノベル株式会社に問い合わせが

必要ですので、作業時間帯に注意してください。

- インターネットへの接続ができることを確認してください。特に www.novell.com へのアクセスは必ず確

認します。

プロクシの設定

この作業は必要に応じて実施します。外部のインターネット環境との間にプロクシが入ってい

る場合に必要です。製品のアクティベーション前に実施してください。

Yast2 > Network Service > Proxy から Proxy を Enable にします。

必要に応じてプロクシの設定を行います。
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製品のアクティベーションとレポジトリの更新

YasT > others > Customaer Center Configuration を開きます。

ブラウザが起動したらカスタマーセンターに登録したメールアドレスをセットします。

この後、カスタマーセンターに登録されるまで数分から数十分かかります。登録できない場合は

ノベルカスタマーセンターに問い合わせてください。
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完了するとwww.novell.com にアクセスし、service & support からカスタマーセンターの My

Products を開き、プロダクトが登録されていることを確認します。
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YaST > Software からレポジトリ情報を確認します。

nu.novell.com/xxxxxxxxxxx のレポジトリが複数追加されていることを確認できればオンライ

ンアップデートの準備が終わりました。

 

オンラインアップデート

YsST > Software からオンラインアップデートを実行します。
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管理ツールのインストール

この作業は任意です。デフォルトでインストールされない、ハードウェアの管理ツールを導入します。

YaST > Software Management から次の管理ツールをインストールします。

 

1) smartctltools

2) sysstat

3) sensors 

4) pmtools

5) iftop

6)　systemconfig

 

Serch ボックスから上のパッケージを Serch してチェックボックスをチェックして Accept ボタンを押して

インストールします。

  

# sensors-detect コマンドを実行し再起動します

※ sensors は再起動が必要です。また機器、Linux のカーネルバージョンによっては正常に検出でき

ない場合があります。必ず最新の sensors パッケージを使用してください。

sles:~ # sensors-detect
# sensors-detect revision 5337 (2008-09-19 17:05:28 +0200)

This program will help you determine which kernel modules you need
to load to use lm_sensors most effectively. It is generally safe
and recommended to accept the default answers to all questions,
unless you know what you're doing.

We can start with probing for (PCI) I2C or SMBus adapters.
Do you want to probe now? (YES/no): y または[ENTER]
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この間のインタビューはすべてデフォルト（Yes)で答えます。適合したチップセットのセン
サーを検出します。

 * Chip `AMD K10 thermal sensors' (confidence: 9)

Do you want to overwrite /etc/sysconfig/lm_sensors? (YES/no): y または
[ENTER]
sles:~ #

センサーがインストールされると次回起動時に自動起動されます。 YaST > Runlevel > Expert mode

で起動がチェックされます。

センサーが認識できた場合、再起動後、 sensors コマンドで CPU 周辺温度の監視ができるようになりま

す。

sles:~ # sensors
radeon-pci-0008
Adapter: PCI adapter
temp1: +48.0°C

k10temp-pci-00c3
Adapter: PCI adapter
temp1: +48.1°C (high = +70.0°C)
 (crit = +75.0°C, hyst = +72.0°C)
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smartctl で S.M.R.T 情報を確認

sles:~ # fdisk -l でマウント中のデバイスを確認します

sles:~ # smartctl -a /dev/sda （デバイス名は機器により異なります）
smartctl 5.39 2008-10-24 22:33 [x86_64-suse-linux-gnu] (openSUSE RPM)
Copyright  (C)  2002-8  by  Bruce  Allen,
http://smartmontools.sourceforge.net

=== START OF INFORMATION SECTION ===
Device Model:     Hitachi HDS722020ALA330
Serial Number:    JK1131YAGZJKXV
Firmware Version: JKAOA20N
User Capacity:    2,000,398,934,016 bytes
Device is:        Not in smartctl database [for details use: -P
showall]
ATA Version is:   8
ATA Standard is:  ATA-8-ACS revision 4
Local Time is:    Fri Apr 13 10:35:37 2012 JST
SMART support is: Available - device has SMART capability.
SMART support is: Enabled

以下省略

dmidecode ハードウェア情報の取得

# dmidecode

Thu Apr 12 20:05:26 JST 2012
# dmidecode 2.9
SMBIOS 2.6 present.
53 structures occupying 1859 bytes.
Table at 0x0009F800.

Handle 0x0000, DMI type 0, 24 bytes
BIOS Information

Vendor: American Megatrends Inc.
Version: V11.7
Release Date: 10/22/2010
Address: 0xF0000
Runtime Size: 64 kB
ROM Size: 1024 kB

- 以下略 -

機器情報/コンフィグレーションの取得

# supportconfig   →  /root に　nts_HostName_YYMMDD.tar.bz が作成されます。

または

# yast > support > support  →  /var/log/   に　nts_HostName_YYMMDD.tar.bz が作成されます。

http://www.islandcenter.jp/il/qa/getstat/getstat.sh
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fio の初期ベンチマークの測定

fiotest.sh のサンプル

#! /bin/sh
echo -------- iscsi ----
fio  --directory=/iscsi  --direct=1  --rw=write  --bs=4k  --size=1G  --numjobs=3
--runtime=100 --name=seq-write
rm /iscsi/seq-write.* 
sleep 20 
echo -------- local ----
fio  --directory=/tmp  --direct=1  --rw=write  --bs=4k  --size=1G  --numjobs=3
--runtime=100 --name=seq-write
rm /tmp/iseq-write.*
echo -------- end ----

sles10 ~# fiotest.sh > fiobench.txt

初期値を測定します。

LMbench の初期ベンチマーク取得

※ LMbench にはターゲットが必要です。

target:~# bw_tcp -s

source:~# bw_tcp > lmbeench.txt

sysstat の起動

~# /etc/init.d/.boot.sysstart

を実行します。

~# sar 1 

を実行して、sar コマンドが起動できることを確認します。
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免責事項

　この文書はすべての条件で動作を保障したものではありません。また、この文書によって発生したいか

なる障害、損害についてのお問い合わせはお受けしません。

　この文書に関するお問い合わせは、当所との業務契約中のお客様に限りお受けします。あらかじめご

了承の上ご参考ください。

　この文書はあくまでも参考として公開しています。正規のサポートはノベル株式会社のプレミアムサー

ビス付きアクティベーションキーをご購入の上ご利用ください。

　この文書は予告なく変更されます。

　各社の商品名、商標は各社に所属します。
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